
「第３回タイピング大会決勝大会」を行いました
令和８年２月１２日（木）の朝自習時間に、３年生以上の子供

を対象とした「第３回タイピング大会決勝大会」を行いました。
この決勝大会は、先日行った全児童が参加した予選大会に

おいて、学級の成績上位３人、計１２人によるものでした。音楽室
で行われた決勝大会の様子は 、 学習管理シス テム
GoogleClassroom を活用し全学級に配信し、全児童が見守る中
で行われました。
さすが、予選大会を勝ち抜いた子供たちだけあって、そのタイ

ピングスキルは見事なものでした。この姿を見ていた子供たちも
「私ももっと練習しよう」などと意欲を増大させたことと思います。
すべての子供が、更なる向上心をもって練習に励み、今後はじまる全国学力・学習状況調査（全国学力テ

スト）などの CBT方式（端末を用いたオンライン実施）化に備えてほしいと思います。

ボランティア活動を通して「気づく能力」が育っています
以前から、学校の隣にある神社の清掃を毎朝ボランティアで行ってい

る子供たちのことはお伝えしてきました。その活動に少し変化が見られた
のでご紹介します。
冬になり落ち葉集めが一段落したある日、２人の子供がブラシを持っ

てきて、なにやら懸命にこすっていたので覗いてみると、手水舎（ちょうず
や）についた苔や汚れを必死に落としていました。また、木の根元にたま
っていた落ち葉を懸命に掻き出し取り除いている子供たちもいました。
この子供たちには、ボランティア清掃を通して「気づく能力」（視野の

拡大）が育ったのだと思います。この「気づく能力」は、将来にわたって自
分や自分を取り巻く人たちを幸せにする能力だと思っています。
暑い日も寒い日も風の強い日も毎日活動し続けた子供たちを誇りに思うとともに、このボランティア活動が

郡築小学校の子供たちに継承されていくことを願っています。

「薬物乱用防止教室」を行いました
令和８年２月１３日（金）に、学校薬剤師の方を講師にお迎えし、６年

生を対象に「薬物乱用防止教室」を行いました。
この「薬物乱用防止教室」は、児童生徒に薬物の危険性について正

しい知識をもたせ、自分自身の心身を守るための意思決定能力や断る
スキルを身につけさせることを目的に小・中・高校で実施されているもの
です。
そこで、次のような正しい知識の習得と意識化や、対処能力の育成な

どについて、多くの場合、学校薬剤師や警察職員などの専門家が講師
を務め、現場のリアルな実態や医学的・法的な専門知識を伝えてます。
○心身への弊害の理解

薬物が脳や身体に与える破壊的な影響や、依存症の恐ろしさを正しく理解させます。
○身近な問題としての認識

薬物乱用を遠い世界の出来事ではなく、ＳＮＳや知人の誘いなど、日常生活に潜むリスクとして捉え直
させます。

○社会への影響
個人の健康だけでなく、犯罪や家庭崩壊など社会全体に深刻な悪影響を及ぼすことを学ばせます。

○断るスキルの習得
友人や先輩から誘われた際に、きっぱりと断る具体的な方法や勇気を養います。

○意思決定能力
誘惑に直面した際、自分の人生にとって何が大切かを考え、適切な行動を選択できる力を育てます。

現在、違法薬物はＳＮＳを通して誰でも簡単に手に入れられます。それに伴い、薬物乱
用の低年齢化が進んでいます。
お子様と機会ある毎に、違法薬物の心身への影響などを話し合われてみてください。

その際、厚生労働省が発行していますリーフレットをご活用ください。（右の QR コードか
らご覧いただけます）
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